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公式プログラム（要項 3.1）より 

ミドル選手権優勝者 

（インターネットより拝借しました） 

金沢大学五味選手 

（インターネットより拝借しました） 

リレーで優勝した東京大学 

（インターネットより拝借しました） 

（インターネットより拝借しました） 
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成績（Lapcenter より） 

 

◆ミドル・ディスタンス競技部門 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆リレー競技部門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男子選手権 女子選手権 

男子新人 MUF1                  男子新人 MUF2 

女子選手権 

男子一般 MUA1 男子一般 MUA2 

男子一般 MUA3 
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男子選手権 

     ミス率 

1 走 中村 31.4％ 

2 走  今  13.9％ 

3 走 木下 11.9％  

 Lapcenter より 
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[参考データ] 1年前（2014年度）のインカレリレー成績（Lapcenter より） 

  

     ミス率 

1 走 中村 12.3％ 

2 走  今  14.3％ 

3 走 木下 11.6％  

 Lapcenter より 
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スプリント（リレーを組まない学生選手） 

併設大会リレー 
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インカレ直前合宿（北大合宿）の報告   青木惇平 

 

 北海道大学オリエンテーリング部主催の合宿に参加した。インカレ直前に数日間連続で

大会会場付近の山に入れることに少し有利なものを感じたからである。また、今回の合宿

の参加目的は二つあった。まず競技で使う技能の向上である。以前から大会や練習でルー

トを考えることが遅かったり、藪の中を速く走ったりすることがうまくできなかったため

である。そして、他大学の人とのつながりを作ることである。人とのつながりは今後役に

立つだろうと考えているからである。 

 

 1 日目の練習は午後から 2 時間ほど山に入った。テレインは番匠峰古墳である。大阪大学

の OB の人を含めて 4 人でテレインに入った。OB の人以外の 3 人が交互にルートを決め、

ルートを走った。その後に OB の人からアドバイスをいただいたり、他にどのようなルー

トがあるかなどを話したりした。そこではオーバーランしにくくなるような方法などを学

んだ。2 日目の練習は約 5 時間山に入った。テレインは矢板山田ホタルの里である。用意さ

れた地図が 5 種類あったが、私は 2 つ使った。1 本目は一人で走り、2 本目は OB の人につ

いてきてもらい、指導していただいた。コンパス直進や整置、ルートの立て方などを学ん

だ。3 日目は悪天候だったためあまり山に入れなかった。テレインは矢板日新つつじの里で、

1 日目、2 日目のことに注意して走った。4 日目のテレインは矢板山苗代で、レース形式で

1 本走った。 

 

 今回の合宿を終えて、以前よりも技術は向上していると考える。しかし、最終日の練習

ではポストをすべて回りきることができなかったため、基本的なことでまだまだ改善でき

ると考える。他大学の人とのつながりは練習後や宿舎でコミュニケーションをとった。思

ったよりうまくできたと考える。このようなつながりを絶やさないようにしたい。 
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初めてのインカレ   植木崇司 

 

初めてのインカレを経験し、エリートクラスの選手の走りを目の当たりにすることで衝

撃を受けた。一方自身の競技を振り返り、順位が下の方と 1 年間の総まとめとなる大会に

しては不本意な結果となってしまい、反省点が残る。 

このままではエリートなど夢のまた夢の話で、到底なれることは無いであろうと感じた。

それと同時にオリエンテーリングという競技に対するやる気というものも失せてきて、こ

のサークル活動を今後も続けようか悩むようになった。 

新年度に入り、後輩も入ってくるので負けないように今以上に頑張りたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「3走として」と「今後の目標」   木下涼雅 

 

3 走として 

 2 年目のインカレが終わり、リレーでは今回は 14 位と前回の 21 位を大きく上回る結果

となりました。メンバー・走順は前回と全く同じで、タイムは 1 時間以上短縮することが

できました。順位に関しては他校の調子にも左右されますが、タイムをここまで大きく短

縮することができたことは、ミスをしなくなったことが大きいと思います。まだ 2 年連続

ME 完走ですが、後輩にはこの数字をもっと伸ばしていってもらいたいと思います。 

 

 自分は今回も 3 走を走らせて頂きました。インカレリレーでは 3 走は最終走者です。リ

レーの 3 走は普通のオリエンテーリングとは大きく違う点があります。それは”同クラス

の誰かを抜けばそのまま順位が上がる”ということです。逆に言えば抜かれてしまえば順
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位が下がることになります。この点はリレーの楽しみの一つであり、自分が 3 走を走る理

由でもあります。自分がオリエンテーリングをするときに一番気をつけていることは”必

ず成績をつけること”です。成績をつけるということは”大きなミスをしない”というこ

とです。リレーの失格はチームの失格です。誰かが失格すればチームの成績はつきません。

3 走では、3 走までつながったのに 3 走が失格した、成績がつかないということが起こりま

す。前を走った 2 人分の重みがあるのも 3 走の楽しさであり怖さです。 

 

 来年 3月にもインカレリレーがあります。次回のリレーメンバーはまだわかりませんが、

エースの今先輩が抜ける分今回以上の成績を残すことは厳しいかもしれません。それでも

この部はまだまだ速くなれると思います。新人がリレーメンバーに食い込んできて 3 走に

挑戦してくるのを楽しみにしています。来年も再来年も 3 走を譲る気はありませんけどね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレーのスタートに向かう 1 走中村 

2 走今の帰還をタッチゾーンで待つ 3 走木下 

アンカー木下の帰還を待つ部員 

ゴールした木下を迎える部員 



9 

 

今後の目標 

 15 年度の目標がどのようなものだったかは覚えていないのですが、成績としてはまだま

だ上が多くいる状態です。個人ではインカレロング一般 19 位、ミドル 59 位と大した成績

を残せていません。リレーも去年より順位は上がっていますが、まだ全体の半分といった

ところです。正直なところ個人での成績はあまり興味がないので、成績的な目標は立てな

いことにします。その代わりリレーの目標を 10 位以内にしたいと思います。10 位以内とな

ると 1 人 50 分以内あたりがボーダーになりますが、これは全く不可能というわけではない

と思います。特に今年のメンバーならそのために必要なものは持っていると思います。経

験不足には山に多く入ることが手っ取り早い補強方法です。走力的に下の下でも経験だけ

でMEを 68分で走れます。走力だけならこの部はトップクラスの力があると思っています。

あとは技術をつけて自信をもって走れるようになってほしいと思います。 

 

 スキーO では 5 レースに出場しましたが、準備期間がほとんどなかったこともあり、あ

まりいい成績は残せませんでした。スキーO は競技人口が約 50 人、学生に限ると 20 人程

度のマイナー中のマイナースポーツです。それでも上位に入ることは簡単なことではあり

ません。今年は準備をしっかり行いシーズンに備え納得のいく成績を残したいと思ってい

ます。長期的な目標では 2019 年のユニバーシアード冬季大会の代表入りを目指したいと思

います。 

 

あとは、石川県代表として全日本スキーO リレーに出場したいと考えています。リレー

には 3 人必要ですが、県内で他にスキーO をしている学生はいません。新人のスキーO 挑

戦を待っています。 

 

 

 

 

これまでの３年間と最後のインカレについて   今正寛 

 

今回これまでの３年間についてと最後のインカレについてですが、まずインカレについ

て書こうと思います。今年度のインカレミドルは少し失敗しました。△→１で４分ほどミ

スをしてしまい、私のスタート順番がトップから３番目だったのですが、１番ポストを通

過するときには周りに７人ほどにいて次の１→２は焦ってしましました。ですが、そのレ

ッグはミスすることなく走れました。その後もミスはせずに走れましたが、緊張していた

のか、いつもの癖なのか、いくつか無駄に安全なルートを優先してしまったレッグがあり、

そこでも他の選手と差をつけられてしまいました。その結果、３３分３６秒で６９人中３

２位と、大体いつものレースと同じくらいでした。 
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リレーはミスも少なく、中々良いレースができました。レース中はとにかく落ち着いて、

周りに流されないことを考えて走りました。第１中間までは周りに他の選手もおらずミス

なく進み、目標としていたタイムで通過できて少し安心しました。その後、他校の選手に

追い付き、内心喜びつつも一層気を引き締めて走りました。しかし、１５番ポストで進む

方角が少しずれ考えていたのと別の道にのってしまい、２分ほどミスしてしまいました。

もうレースの後半だったので、やってしまったものは仕方ないと割り切って考え、ゴール

まで落ち着いて走り切りました。結果、チームとして１４位と、昨年よりも順位を上げる

ことができ、うれしく思います。私個人としても、ミスはしてしまいましたが、気持ちよ

く走ることができ、良いレースができました。 

 

 これまで３年間も OTC の部長をしてきましたが、初めは「あまり練習がきつくないサー

クルがいいな」くらいの軽い気持ちで入りました。その後様々な大会にでて経験を積み、

１０月くらいに部長になり、いつの間にかインカレに参加していました。１年目はインカ

レの参加者が６人集まりリレーで２チーム出場できました。ただ、自分含めまだ経験が足

りなかったのか、時間内に完走できませんでした。それまであまり自分が部長ということ

は意識していませんでしたが、この結果から来年はなんとかチームとして成績を残したい

と思い、少し意識するようになりました。２年目は部として定期的に練習するようになり、

遠方の大会などにも参加して経験を積んでいきました。その結果、２年目のインカレリレ

ーでは無事完走することができました。３年目は安定して活動ができていたので、改善す

るところは改善して続けていくことができました。 

 

 この３年間多くの人に助けられながら部長をして部を引っ張っていくことができました。 

頼りないところもあったと思いますが、いろいろと協力してくれてありがとうございまし

た。来年度は学校の公認になりそうとのことで、更に部として成長してくれたらと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 
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